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3１．９ 130.049 98.6 
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1977 1,653 238 
剛縢 盤|善ａ５８３ 4.846 4,490 0．０５ 





6１．１ 223.071 99.3 ５０ 
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農産物販売額シェア 89.9 10.1 
|； 土地所有（％） ３７．４ ４７．２ 15.2 100.0 ７４．３ １６．６ 9.1 100.0 小計
６５歳以上の経営主（％）
農外就業200日以上の経営主(％）
10.2 
39.3 
22.7 
70.6 
1974CensusofAgriculture各巻該当個所より作成
これら資本家的経営に，雇用労働力が家族労働力を越える富農層（販売
額10万ドル以上層，農場数で約６％）を加えれば，これら富農・資本家経営は
農場数では約７％であるのにマーケットシェアは54％に達する。又，賃金
支払総額の７割はここに集中している。
ところで，中農層と糸なしうる農民層は，農場数で28％，マーケットシ
ェアでは36％を占める。この層の農業生産に占めるウェイトはいぜん無視
できない。
次に，富農と資本家的経営のマーケットシェアを農作部門別に示してみ
ると表４のとおりとなる。
すなわち，野菜，果実，養禽，肉牛，種苗・温室，その他耕種（甜菜・
甘薦など）などの部門において，上層農場のマーケットシェアが格段に高
いことが明瞭に示されている。
これらの部門は，すでにまえにも見ておいたように，独占大企業や農業
関連企業との各種契約やこれらの直接所有による統合の体制が著しく進展
１７oアメリカ農業の構造変化と統計体系再編の方向
している部門でもあった。
表４には，これらの部門を中心として農業関連統合企業への大規模農場
を先頭とする包摂の動きが反映されているとふられるのである。
近年のアメリカ農業構造は，一方に，このような農業関連産業・独占大
企業の下請部門化の方向をとるものを含む大規模商業的農場（資本家的経
営と富農）と他方に，小規模兼業農場（貧農・農村労働者）という両極化し
た階級構造（PolarizedClassStructure）に向って収束する傾向をきわだた
せており，その間にあって，中規模家族農場（中農）は，その存立の基盤
を急速にくずされ，せばめられてきている。
彼等も市場競争の領域にとどまっていようとするかぎり，たえず，生産
性上昇の踏み車（treadmill）を踏み続けねばならず，土地保有規模の拡大
表４上層農場の農作部門別マーケットシェア（1974）
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につとめねばならない。
こうして機械，設備など生産資材の購入を増大させてゆくことになる
が，それは又，負債の重荷をもたらさざるをえない。
そして「農産物価格の低落と上昇する高コストの狭間に捕えられて’１コ
ストと価格のしめつけ〃（cost-pricesqueeze）で苦しむ｣(3)ことになり，こ
の過程に対応できない家族農場は破綻する。
注）とくに，1972年の世界的な異常気象による不作およびソビエトの大量の小麦
買付によってひきおこされた世界農産物市場の逼迫と輸出需要の拡大に対応し
て新しい設備と土地に投資した家族農場経営者は，1976年以降，穀物価格の低
下と膨張した生産費のはさゑうちにあっている。
全体の農産物価格と生産資材価格の関係も1970年代前半と後半とでは明らか
に逆転しており農民に不利となっている。
農民受取・支払価格指数（1967＝100）
’1970119711197211973119741197511976119771197811979 
弧lilliiil鱗iil鱗
支jfw合君口髭I題'１;1畳:l}::■圏}:；に:iにI:に!：
１７２アメリ力農業の構造変化と統計体系再編の方向
規模の兼業農場のように恒常的な農外所得で農場をささえるわけにはゆか
ない中規模農場の追いつめられてゆく姿が示されているとみてよい。
連邦政府の農業政策の展開方向とこれを受けたドラスチックな農業構造
の変化の中で中規模家族農場は追いつめられている。
このような｡'7情の深まりにＭりらず，一方での，アグリビジネス基準の
産業統計の体系と，他力での，農村地域住民一般を対象とする社会統計の
体系への農業データ体系の分断の方向は，家族農場の分解推進の立場から
構想されたものである。
それは追いつめられてゆく中規模家族農業者(middle-sizedfamilyfarmer）
の経営と生活を関連的に把握するデータ体系を，そこにどのように位置づ
けるかという観点を伴わないかぎり，独占資本の立場からのものであると
言わざるをえない。
（１）Bonnen,“ImprovinglnfOrmation''，Ａ”Cγ，／・Ａｇγ・ECO"、５７，ｐｐ
757-760. 
（２）Nikolitch，Ｒ，“Ｏｕｒ31,OOOLargestFarms''，ＵＳＤＡ，Agricultural 
EconomicReport，Ｎｏ．175,1970. 
（３）CongressionalBudgetOfHce,“PublicPolicyandtheChangingStruc‐ 
tureofAmericanAgriculture''’1978,ｐ、１２．
（４）Ｕ､SDepartmentofAgriculture，ESCS,Small-Farmlssues：Proceed 
ingsoftheESCSSmall-FarmWorkshop，Ｍａｙ1978,ＥＳＣS-60,1979． 
（この資料は農産物販売額２万ドル未満の農場を小規模農場に区分し，その
多様な問題点を論じている）
（５）CongressionalBudgetOH1ce，ｏＰ．ｃ〃.，ｐ、１７．
（６）Burbach,ＲａｎｄＰ・Flynn,AgribusinessintheAmericas，1980,ｐ､３４．
（７）大内力，現代アメリカ農業，1974,ppl32-134．
（８）Ｂｕｒｂａｃｈｅｔａ１．，０P．ｃが.，ｐ､２１．
（９）ＩＭＬ，ｐ､２６． 
（10）１ＭＪ.，ｐ､２３． 
（1981.7.25） 
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